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はじめに
シスコのネットワークプラグアンドプレイのソリューションは、新しいブランチやキャンパスの展開を容易にする

企業ネットワークのカスタマーのために、または既存ネットワークに更新のプロビジョニングを行うために、シンプ

ルで、セキュアな、単一化された、統合サービスを提供します。ソリューションは、身近なゼロタッチ導入エクスペ

リエンスでCiscoルータ、スイッチ、ワイヤレスデバイスを構成するプロビジョンのエンタープライズネットワーク
への統合されたアプローチを提供します。

この導入ガイドでは、ワイヤレスアクセスポイントのためのシスコのネットワークのプラグアンドプレイアプリ

ケーションについて説明します。このアプリケーションによって、リモートサイトを事前プロビジョニングするか、

または未計画のアクセスポイントを正当化することができます。大規模なサイトをプロビジョニングする場合、シス

コのネットワークプラグアンドプレイアプリケーションを使用してサイトを事前プロビジョニングしたり、サイト

にアクセスポイントを追加できます。これには、アクセスポイント情報の入力およびブートストラップコンフィギュ

レーションの設定が含まれます。ブートストラップコンフィギュレーションは、プラグアンドプレイエージェント

を有効にして、アクセスポイントのプライマリ/セカンダリ/ターシャリWLC、ホスト名、APグループと APモード
を設定します。

事前プロビジョニングが不要な小規模サイトを作成する場合、アクセスポイントは、シスコのネットワークプラグ

アンドプレイアプリケーションで事前設定せずに、そのまま展開し、正当化できます。インストーラがアクセスポ

イントをインストールし、電源を入れると、DHCPまたはDNSを使用してCiscoAPIC-EMコントローラを自動検出し
ます。自動検出プロセスが完了した後、APは、シスコのネットワークプラグアンドプレイアプリケーションで計画
されていないデバイスとして表示されます。シスコのネットワークのプラグアンドプレイアプリケーションを使用

して、計画されていないデバイスを正当化し、新しい設定で設定することができます。

使用されるコンポーネント

•実質的にCisco UCSまたは同等のサーバにホストされる、シスコのネットワークプラグアンドプレイを使用する
1.0.1.30の APIC-EM最小リリース。

• VMWare ESXi 5.x仮想マシンの最小要件：

5.1/5.5VMware ESXiのバージョン仮想マシンオプション

ISOサーバイメージ形式
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6仮想 CPU（vCPU）ハードウェア仕様

2.4 GHzCPU（速度）

64 GB
マルチホスト展開（2つま
たは 3つのホスト）の場
合、各ホストに必要なのは

32 GBの RAMだけです。

（注）

メモリ

500 GBディスク容量

200 MBpsディスク I/O速度

1

単一のネットワークアダプ

タやネットワークインター

フェイスコントローラ

（NIC）は最小要件です。
セキュリティのために、

サーバに 2つのNICを使用
および設定することを推奨

します。詳細については、

これらのリースノートの

「Limitations and
Restrictions」セクションの
「Security」を参照してくだ
さい。

（注）

ネットワークアダプタ

必須Webアクセスネットワーキング

次のブラウザは Cisco APIC-EMを表
示および使用するときにサポートさ

れます。

• GoogleChrome：バージョン46.0
以降

ブラウザ

•ソフトウェアリリース 8.xの Ciscoシリーズワイヤレス LANコントローラ

•ソフトウェアリリース 8.2の PnPエージェントの 802.11nアクセスポイント

◦ 3700/2700/1700

◦ 3600/2600/1600
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◦ 700i/700w

• Cisco Catalystスイッチ

•使用可能な有線イーサネットポートを使用する、WindowsまたはMacのクライアントコンピュータ（ラップトッ
プなど）。

要件の概要

シスコのネットワークプラグアンドプレイソリューションを導入する場合は、次の推奨事項に従ってください。

• APIC EMコントローラ VMのインストール

•シスコのネットワークデバイスで APIC-EMコントローラを自動検出するには、オプション 43の DHCPサーバを
設定します。

•導入されるすべての新規デバイスのシスコのネットワークプラグアンドプレイアプリケーションにデバイス設
定を事前プロビジョニングします。これには、シリアル番号とブートストラップ設定のアクセスポイント情報と

ともにサイトおよびデバイスの設定が含まれます。

•デバイスの起動順序：一般に、ルーティングとアップストリームデバイスは最初に展開する必要があります。ルー
タおよびすべてのアップストリームデバイスがアップされてプロビジョニングされると、スイッチとダウンスト

リームデバイスを修復できます。シスコのネットワークプラグアンドプレイエージェントは最初のデバイスの

起動時のみAPIC-EMコントローラを自動検出します。現時点で、デバイスがコントローラに接続できない場合、
デバイスプロビジョニングは失敗するため、アップストリームデバイスは最初にプロビジョニングする必要があ

ります。

•シスコのルータトランク/アクセスポートの設定：一般的なブランチネットワークには、ルータとスイッチが含
まれます。1つ以上のスイッチはWANルータに接続され、IPフォンやアクセスポイントなどの他のエンドポイ
ントはスイッチに接続します。スイッチがアップストリームルータに接続すると、次の導入モデルは、シスコの

ネットワークプラグアンドプレイでサポートされます。

•ダウンストリームスイッチがルータのスイッチポートを使用してルータに接続されます。このタイプの接続で
は、ルータのスイッチポートをアクセスポートとして設定する必要があります。シスコのネットワークプラグ

アンドプレイソリューションは、ルータのスイッチポートがトランクポートとして設定されている場合は、ス

イッチに対して動作しません。

APIC VM のインストール

手順

ステップ 1 シスコのWebサイトから、APIC ISOイメージをダウンロードします。
https://software.cisco.com/download/release.html?mdfid=286208072&flowid=77162&softwareid=286291196&release=1.0&relind=AVAILABLE&rellifecycle=&reltype=latest

ステップ 2 APIC-EMの ISOイメージを取得するには、tar.gzファイルを抽出します。
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ステップ 3 ESXi 5.xサーバに ISOをアップロードします。
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ステップ 4 次のカスタムコンフィギュレーション設定で新しい仮想マシンを作成します。

•ゲスト OS：Ubuntu Linux 64bit

• CPUコア：6

• RAM：64 GB

• NIC：1

•ストレージ：500 GB

APIC EMの最新のサポートおよび要件のリリースノートを確認しま
す。

（注）

ステップ 5 CD/DVDに ISOをマウントします。その後、VMの電源をオンにします。
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インストールを完了できます。VMは必要に応じて再起動します。完了すると、APIC-EMのライセンス
契約書の同意と続行が求められます（キーボードを使用して入力し、移動します）。
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ステップ 6 [Create a new APIC-EM cluster]を選択します。

ステップ 7 管理 IP、ネットワークマスク、およびゲートウェイを入力します。
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ステップ 8 APIC-EMの SSH/コンソールに Linuxクレデンシャルを入力します。
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ステップ 9 APIC-EMのWebアプリケーションにアクセスするために管理クレデンシャルを入力します。

10



ステップ 10 必要なまたは有効な NTPサーバの IPアドレスを入力します。
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ステップ 11 クレデンシャルを入力します。
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ステップ 12 デフォルト設定のままにします。
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ステップ 13 [Proceed]を選択し、設定を適用します。
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ステップ 14 APIC-EMはインストールを実行します。15～ 30分の時間がかかります。これは、
HTTPS://MGT-IP-ADDRESS:14141での進行状況をモニタするための URLを指定します。

ポート
14141

（注）
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コンソールは、構成ウィザードのステータスも表示します。

ステップ 15 以前のリンクによって、インストールされているか、または開始しているサービスをモニタできます。

インストールで提供される管理クレデンシャルを使用してログインします。
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コンソールのダッシュボードでは、展開されたサービスと実行しているクライアントがすべて緑色で表

示されている場合、テストに使用することができます。
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ステップ 16 設定が成功したら、管理アプリケーション（リンク：HTTPS://MGT-IP-ADDRESS）にログインします
（追加ポートなし）。すでに作成されているものと同じ管理クレデンシャルを使用します。
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DHCP 要件
DHCP自動検出メソッドの前提条件は次のとおりです。

•新しいデバイスが DHCPサーバにアクセスできる。

• DHCPサーバは、シスコのネットワークプラグアンドプレイ用にオプション 43が設定されている。

DHCPオプション 43は、DHCPサーバとして機能する Ciscoルータ CLIで、次のように設定された文字列の値で構成
されます。

DHCPプールの名前ip dhcp pool pnp_device_pool

クライアントに割り当てられた IPアドレスの範囲network 192.168.1.0 255.255.255.0

ゲートウェイアドレスdefault-router 192.168.1.1

** APIC EMサーバに対する IPv4アドレス。アクセス
ポイントはこのポインタに転送されます。

option 43 ascii "5A1N;B2;K4;I<ipAddress>;J80"

**オプション 43の文字列は、引用符を含めてコピー/貼り付けし、ここに APIC管理 IPアドレスを挿入します。
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DNS 要件
DHCPディスカバリが、たとえば、オプション 43が設定されていないために、APIC-EMコントローラの IPアドレス
の取得に失敗した場合、シスコのプラグアンドプレイ IOSエージェントは、DNSルックアップ方式にフォールバック
します。DHCPサーバによって返されたネットワークのドメイン名に基づいて、プリセットのホスト名 pnpserverを使
用して APIC-EMコントローラの完全修飾ドメイン名（FQDN）を生成します。

たとえば、DHCPサーバがドメイン名「customer.com」を返す場合、シスコのプラグアンドプレイ IOSエージェント
はFQDN「pnpserver.customer.com」を構築します。次に、このFQDNの IPアドレスを解決するために、ローカルネー
ムサーバを使用します。

DNS自動検出メソッドの前提条件は次のとおりです。

•新しいデバイスが DHCPサーバにアクセスできる

• APIC-EMコントローラはホスト名「pnpserver」で導入される

AP PnP エージェント要件
ソフトウェアリリース 8.2のCiscoCAPWAPアクセスポイントはPnPのサポートに必要な回復イメージを提供します。
ブート中の新しい APコンソールからの出力例を次に示します。
*Mar 1 00:00:13.027: %LWAPP-3-CLIENTERRORLOG: Load nvram:/lwapp_ap.cfg config failed,trying backup...
*Mar 1 00:00:13.027: %LWAPP-3-CLIENTERRORLOG: Load nvram:/lwapp_ap.cfg.bak config failed...
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*Mar 1 00:00:15.035: %LINK-6-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0, changed state to up
*Mar 1 00:00:15.107: %SYS-5-RESTART: System restarted --
Cisco IOS Software, C3700 Software (AP3G2-RCVK9W8-M), Experimental Version 15.3(20150923:181842)[pkpanda 173]
Copyright (c) 1986-2015 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Wed 23-Sep-15 11:21 by pkpanda
*Mar 1 00:00:15.107: %SNMP-5-COLDSTART: SNMP agent on host APfc5b.395a.b56c is undergoing a cold start
*Mar 1 00:00:15.191: %LWAPP-3-CLIENTERRORLOG: NumOfSlots Mismatch Reinit all Radios config rcb:0 Cfg:2
*Mar 1 00:00:15.359: %SSH-5-ENABLED: SSH 2.0 has been enabledlwapp_crypto_init: MIC Present

and Parsed Successfully
*Mar 1 00:00:16.151: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface BVI1, changed state to up
*Mar 1 00:00:20.003: DPAA Initialization Complete
*Mar 1 00:00:20.003: %SYS-3-HARIKARI: Process DPAA INIT top-level routine exited
*Mar 1 00:00:21.003: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0, changed state to up
*Mar 1 00:00:23.003: %LINK-6-UPDOWN: Interface BVI1, changed state to down
*Mar 1 00:00:24.003: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface BVI1, changed state to down
*Mar 1 00:00:27.151: %LINK-6-UPDOWN: Interface BVI1, changed state to up
*Mar 1 00:00:28.151: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface BVI1, changed state to up
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: Process state = READY
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: OK to process message
*Mar 1 00:00:28.223: XML-UPDOWN: PNPA_DHCP_OP43 XML Interface(102) UP. PID=47
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdoon.1.ntf.don=47
*Mar 1 00:00:28.223: %DHCP-6-ADDRESS_ASSIGN: Interface BVI1 assigned DHCP address 10.10.50.248,

mask 255.255.255.0, hostname APfc5b.395a.b56c
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdoop.1.org=[A1D;B2;K4;I192.168.1.123;J80;]
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdgfa.1.inp=[B2;K4;I192.168.1.123;J80;]
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdgfa.1.B2.s12=[ ipv4 ]
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdgfa.1.K4.htp=[ transport http ]
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdgfa.1.Ix.srv.ip.rm=[ 192.168.1.123 ]
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdgfa.1.Jx.srv.rt.rm=[ port 80 ]
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdoop.1.ztp=[pnp-zero-touch] host=[] ipad=[192.168.1.123]

port=80
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pors.done=1
*Mar 1 00:00:28.223: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdokp.1.kil=[PNPA_DHCP_OP43] pid=47 idn=[BVI1]
*Mar 1 00:00:28.223: XML-UPDOWN: BVI1 XML Interface(102) SHUTDOWN(101). PID=47
*Mar 1 00:00:29.155: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdoon.2.ina=[BVI1]
*Mar 1 00:00:29.155: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _papdo.2.cot=[5A1D;B2;K4;I192.168.1.123;J80;]

lot=[5A1D;B2;K4;I192.168.1.123;J80;]
*Mar 1 00:00:29.155: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: Process state = READY
*Mar 1 00:00:29.155: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: OK to process message
*Mar 1 00:00:29.155: XML-UPDOWN: PNPA_DHCP_OP43 XML Interface(102) UP. PID=34
*Mar 1 00:00:29.155: %PNPA-DHCP Op-43 Msg: _pdoon.2.ntf.don=34

*Mar 1 00:00:34.039: No Config Present.PNP required <—これは設定が存在しないため PNPプロセスが開始されることを
示します。

AP設定が存在する例（PNPは開始しない）：

*Mar 1 00:00:34.043: Config Present.PNP Not required

APが設定されているかどうかを確認するには APコンソールで次のコマンドを実行します。
AP#show capwap client rcb
AdminState :ADMIN_ENABLED
SwVer :8.2.4.4
NumFilledSlots :2
Name :APfc5b.395a.b56c
Location :default location
MwarName :<— There is no WLC name
MwarMacAddr :ff01.0000.0000
MwarHwVer :0.0.0.0<—There is no WLC IP Address
ApMode :Local
ApSubMode :Not Configured
OperationState :DISCOVERY
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機能の設定手順

サイトの事前プロビジョニングのワークフロー

シスコのネットワークプラグアンドプレイによって新規サイトの事前プロビジョニングおよび計画ができます。新し

いサイトを作成すると、シスコのネットワークプラグアンドプレイで選択したプラットフォームのアクセスポイント

コンフィギュレーションファイル、製品シリアル番号と製品 IDを事前プロビジョニングできます。これは、サイトが
完全に機能するためにかかる時間を簡素化および迅速化します。

ネットワークにサイトを事前プロビジョニングするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 新しいサイトを作成します。

ステップ 2 サイトにデバイスを追加します。

サイトまたはプロジェクトの作成

サイトを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Network Plug and Play] > [Projects]を選択します。

ステップ 2 新しいサイトの名前を入力します。

ステップ 3 [Create]をクリックして新しいサイトを作成します。

ステップ 4 サイトを作成した後、コンフィギュレーションファイルのデバイステーブルを選択します。

デバイスの追加

デバイスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Network Plug and Play] > [Sites]を選択します。

ステップ 2 次の情報を入力します。

デバイス名（サイトごとに固有）Device Name

ドロップダウンリストから、デバイスの製品 ID番号を
選択します。

Product ID

デバイスのシリアル番号、またはMACアドレス（アク
セスポイントにのみ適用）

Serial Number
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ステップ 3 [Add Device]をクリックして、デバイスを追加します。

ステップ 4 新しい設定をデバイスに適用するか、リストから既存の設定を再利用できます。

コンフィギュレーションファイルには、次の8つのフィールドが含まれます（プライマリWLCIPフィー
ルドのみ必須フィールドです。すべてのフィールドは、大文字と小文字が区別されません）。

APグループ（任意。定義された場合、APはこのグルー
プに配置されます。空白の場合は、APはデフォルトの
APグループに配置されます）

apGroup

プライマリWLCの IPアドレス（必須フィールド）primaryWlcIP

プライマリWLCの名前（任意）primaryWlcName

セカンダリWLC IPアドレス（任意）secondaryWlcIP

セカンダリWLCの名前（任意）secondaryWlcName

ターシャリWLC IPアドレス（任意）tertiaryWlcIP

ターシャリWLCの名前（任意）tertiaryWlcName
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APモード（任意。「ローカル」または「flexconnect」）apMode

ローカルモードの AP設定テキストファイルの例

{"apGroup":"BldgA-local","primaryWlcIP":"10.10.80.5","primaryWlcName":"5508-
1","secondaryWlcIP":"10.10.80.6","secondaryWlcName":"5508-
2","tertiaryWlcIP":"10.10.10.7","tertiaryWlcName":"8500-1","apMode":"local"}

FlexConnectモードの AP設定テキストファイルの例

{"apGroup":"BldgA-local","primaryWlcIP":"10.10.80.5","primaryWlcName":"5508-
1","secondaryWlcIP":"10.10.80.6","secondaryWlcName":"5508-
2","tertiaryWlcIP":"10.10.10.7","tertiaryWlcName":"8500-1","apMode":" flexconnect"}

必須フィールドだけを使用した AP設定テキストファイルの例（プライマリWLC IP）

{"primaryWlcIP":"10.10.10.7"}

コンフィギュレーションファイルは、ファイル拡張子が *.jsonのテキスト形式にする必要が
あります。必要なコンフィギュレーションファイルを編集し、*.jsonとして保存します。

（注）

この画面にコンフィギュレーションファイルをドラッグアンドドロップすることもできます。

コンフィギュレーションファイルのアップロード

このオプションで、ローカルマシンからコンフィギュレーションファイルをアップロードし、*.json拡張子のテキス
ト形式のみをサポートします。

コンフィギュレーションファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Network Plug and Play] > [Configuration]を選択します。

ステップ 2 [Upload]をクリックし、コンフィギュレーションファイルを保存した場所を参照します。コンフィギュ
レーションファイルを選択し、[Open]をクリックしてファイルをアップロードします。

ステップ 3 アップロードされたコンフィギュレーションファイルの内容を表示するには、コンフィギュレーション

ファイルをクリックします。これは、選択したファイルの内容を表示します。

ステップ 4 デバイスで使用されるコンフィギュレーションファイルは削除できません。リストからコンフィギュ

レーションファイルを削除するには、コンフィギュレーションファイルを選択し、[Delete]をクリック
します。

a) デバイスに既存のコンフィギュレーションを適用するには、リストからコンフィギュレーションファ
イルを選択します。コンフィギュレーションファイルは、高度な「組織」にアップロードできます。

b) デバイスに新しい設定を適用するには、サーバにコンフィギュレーションファイルをアップロード
し、その後、リストからコンフィギュレーションファイルを選択する必要があります。または、前

述のように、[Config]フィールドに新しいファイルをクリックしてドラッグできます。

デバイスの配置

サイトを作成した後、リモートサイトでプロビジョニングプロセスを開始できます。デバイスをインストールし、電

源ケーブルを接続（または PoEを使用）する必要があります。デバイスの電源をオンにし、シスコのプラグアンドプ
レイエージェントを使用して、デバイスを配置し、デバイスにブートストラップコンフィギュレーションを配信しま

す。
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DHCPまたは DNSが自動的に Cisco APIC-EMを検出するためのネットワークで設定されてい
る場合、デバイスは、電源を入れたときに、自動的にCiscoAPIC-EMを検出し、すべての設定
をダウンロードできます。

（注）

デバイスの正当化

デバイスは、Cisco APIC-EMでプロビジョニングする前に、デバイスがサーバに接続する Call Home Agent機能を使用
するとき、または Cisco APIC-EMが既存の設定にデバイスが一致しないときに正当化していないデバイスリストに追
加されます。

デバイスを正当化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Network Plug and Play] > [Unplanned Devices]を選択します。

ステップ 2 リストからデバイスを選択して、コンフィギュレーションファイルを関連付けます。

ステップ 3 リストから既存の設定を再利用するか、または新規設定をデバイスに適用することができます。

APでサポートされない内容：

•画像

•デバイス証明書

ステップ 4 [Claim]をクリックしてデバイスを正当化します。

ステップ 5 デバイスリンクをクリックして、デバイス情報を表示します。
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一括インポートのサイトおよびデバイス

一括インポート機能を使用して、サイトおよびデバイスの属性を含む CSVファイルをインポートできます。

サイトおよびプロビジョニングされたデバイスの一括インポートを実行するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Network Plug and Play] > [Bulk Import]を選択します。

ステップ 2 [sample]をクリックしてサンプルファイルをダウンロードし、サイトおよびプロビジョニングされたデ
バイス情報を追加します。

• Site Name

•シリアル番号またはMACアドレス

•デバイス名（AP-NAME）

•製品 ID（例：AIR-CAP3702I-A-K9）

•コンフィギュレーション名（すでにサーバにアップロードされているテキストファイル）

◦コンフィギュレーションファイルがサーバにない場合は、インポートに失敗することに注意
してください。

ステップ 3 [Import]をクリックして参照し、適切なファイルに移動します。

ステップ 4 ファイルを選択し、[Open]をクリックして CSVファイルをインポートします。
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ステップ 5 デバイス情報をエクスポートするには、[Export]をクリックします。デバイス情報は CVS形式でエクス
ポートされます。デバイスステータスを分析するには、この情報を使用します。

シスコのネットワークプラグアンドプレイのトラブルシューティング

シスコのネットワークプラグアンドプレイは、デバイスのモニタリングとトラブルシューティングのために次のトラ

ブルシューティング情報を提供します。

シスコのネットワークプラグアンドプレイのステータスの確認

APICは、APの join中および join直前に、設定プロセスを介して割り当てられたWLCに APをポーリングします。こ
れは、ステータスに表示できます。次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Network Plug and Play]を選択し、ドロップダウンリストから [Project]を選択します。

ステップ 2 ステータスリンク（例：Provisioned）をクリックします。

ステップ 3 このログを表示し、シスコのプラグアンドプレイのイベントを分析して適切なアクションを実行するこ

とができます。
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ダッシュボードからのステータスの確認

手順

ステップ 1 [Network Plug and Play] > [Dashboard]を選択します。

ステップ 2 チャートの横にあるリンクのいずれか（Pending、Provisioned、Errorsなど）をクリックして、関連する
プロジェクトの APのリストを表示します。

ステップ 3 プロジェクトのビューと APが表示される APまたはプロジェクトのいずれかをクリックします。
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ステップ 4 PnPプロセスの詳細を表示するステータスリンクをクリックします。
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【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。
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